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研究成果の概要（和文）：＜文明の衝突＞から＜文明の対話＞への道は、各社会が己の価値観を

絶対視することなく、互いの相違を外的表現の相違であって本質的な相違ではないことを認識

することによって確保されうる。たとえば宗教において教義と儀礼を冷静に区別した上で、儀

礼は各社会の文化によって表現形式が異なることを認識して、儀礼の間に相違が存在するから

教義も異なるに違いないとする誤った推論を避けることである。キリスト教ユニテリアニズム

とイスラームの間の教義には本質において相違がないが、儀礼形式は大いに異なることでしば

しば紛争が生じ、他方、カトリックとユニテリアニズムの間では教義は大いに異なるにもかか

わらず、儀礼が類似しているとみなされることで、ほとんど紛争が生じない、という事実に着

目すれば、われわれの主張が裏付けられるであろう。

研究成果の概要（英文）：In order to establish a way to go from <the clash of civilizations>
to <the dialogues between civilizations> it is necessary that we avoid to consider the
view of the world of our own society as unique absolute truth, while we recognize
differences from other cultures not as essential differences but as the outward ones.
For example about a religions we must avoid such a wrong judgment that here is a doctrinal
difference between religions, so long as there is differences ritual differences between
them, while we objectively differentiate their doctrines and their rites. Our argument
could be well supported, so long as we notice following two facts; (1) that between
Christian Unitarianism and Islam there is little doctrinal difference with regard to
absolute monotheism, while there is so many ritual differences between them that conflicts
sometimes occur between them, and (2) that between Unitarianism and Catholicism there
is a great difference with regard to the Trinity, while it looks so like that there is
little ritual differences between them that few conflicts occur between them.
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１．研究開始当初の背景
（１）本研究課題は、平成 16 年度より三年
間にわたり交付を受けた科学研究費補助
金による研究課題「ヨーロッパ中世におけ
る宗教間理解の哲学的基礎」の到達点を現
代的に展開したものとして設定された。

（２）上記の課題はその内容から当然に必要
なことであるが、研究代表者八巻和彦をは
じめとする研究メンバーが、これまでの各
自の研究活動において知己として得た海
外の研究者たちと密接な連携をとりつつ、
国際的な視点からこの研究課題を遂行す
ることとした。

２．研究の目的
以下の 7 点を解明することを目的とした。
（１）＜文明の衝突＞といわれる現象の客

観的姿とその原因とされるもの
（２）＜世俗化＞概念の意味と意義、なら

びにその問題性
（３）キリスト教、イスラーム、ユダヤ教、

仏教のそれぞれにおける＜信仰＞と＜
理性＞の意味と両者の関係

（４）＜文明の対話＞を可能とさせるため
の基礎条件の解明

（５）この基礎条件を成立させるための、
＜信仰＞と＜理性＞との関係の最適なあ
り方の解明

（６）イスラームにおける＜世俗化＞概念
成立の可能性の探求

（７）広く現代世界が直面している問題を克
服するためにわれわれの視座が貢献する
可能性の探求。

３．研究の方法
（１）研究遂行のために以下の二つの方法を
あわせて使用した。①研究メンバー（代表
者ならびに分担者）が、個々に各自の専門
的視点から研究課題についての研究を進
める。②メンバーが一堂に会して、個々の
研究の成果を発表する共に、互いに議論を
して、研究成果を共有すると同時にさらに
改善を図る。

（２）上記の①の研究は、各メンバーにおい
て以下の点を中心に遂行された。

八巻 和彦（研究代表者）：研究計画の
統括と研究計画の円滑な進捗を図ると
共に、＜世俗化＞の問題と諸文明におけ
る＜理性＞概念についての研究。
矢内 義顕（研究分担者）：中世初期の
キリスト教世界のイスラーム観につい
て研究ならびに自らキリスト者として
立場から＜衝突＞と＜対話＞について
の研究。

川添 信介（研究分担者）：トマス・ア
クィナスの『対異教徒大全』について本
研究計画に沿った研究ならびにトマス
の自然法についての研究。
山我 哲雄（研究分担者）：ヨーロッパ
中世においてマイノリティではありな
がらも重要な役割を果たしていたユダ
ヤ教の思想家モーゼス・マイモニデスを
中心とするユダヤ教について研究。
松本 耿郎（研究分担者）：西欧中世に
対する諸イスラーム思想家の影響なら
びに中国に根付いたイスラーム思想に
ついての研究。
司馬 春英（研究分担者）：長年にわた
り比較思想学会の理事として活動して
きた経験にたち、かつ仏教者の立場から、
文明の＜衝突＞と＜対話＞についての
研究
小杉 泰（研究分担者）：イスラーム世
界において他の文明がいかなるものと
してとらえられているか、ならびに現代
イスラーム社会における＜世俗化＞問
題について研究。

佐藤 直子（研究分担者）：15 世紀のキ

リスト教世界で、イスラーム・トルコに

よるコンスタンチノープル征服の際に

例外的に「宗教寛容論」を説いたクザー

ヌスを研究。

降旗 芳彦（研究分担者）：中世におい

て学問概念・理性概念の深化に貢献した

R.ベーコンの諸著作における＜信仰と

理性の関係＞ならびに異教への視線に

ついて研究

橋川 裕之（研究分担者）：中世後期の

東方キリスト教会とローマカトリック

教会の関係、ならびにこの両者とイスラ

ームとの関係についての研究。

岩田 靖男（連携研究者）：古代のアリ

ストテレスから近代のカント、現代のレ

ヴィナス等までを駆使して独自の寛容

論と平和論の研究。

芝元 航平（連携研究者）：トマス・ア

クイナスにおける＜信仰＞概念の分析

によって寛容思想の可能性を研究。

比留間 亮平（平成 10 年度まで連携研
究者）：エラスムスおよびピコを中心に
して、ルネサンス期のキリスト教世界に
よる他宗教理解について研究。

（３）上記の②の方法は以下のような３種の
形態で実施した。
1）本研究グループのメンバーだけで集まっ
て発表・討論をする研究会、研究合宿。



2）既存の学会の大会に本研究グループの
メンバーが複数参加して、パネルを設定し、
メンバーが研究成果を発表すると共に、外
部からの批判を受けて、さらなる研究の改
善を図る。
3）本研究グループのメンバーが中心とな
って研究会を開催するが、それに一般から
の参加も求めて、議論に参加してもらう。

（４）上記の３種の形態のうちの 1）の主な
るものは以下の日時で実施した。
2009 年 5 月 16 日、早稲田大学にて。
2010 年 3 月 7－9日、熱海にて。

（５）上記の３種の形態のうちの２）は以下
の日時で、三回、実施した。
2009 年 9 月 12 日、日本宗教学会第 68 回学
術大会（於、京都大学）におけるパネル発
表ならびにその前後の打ち合わせ研究会
と締めくくり研究会。
2010 年 9 月 4 日、日本宗教学会第 69 回学
術大会（於、東洋大学）におけるパネル発
表ならびにその前後の打ち合わせ研究会
と締めくくり研究会。
2011 年 9 月 4 日、日本宗教学会第 70 回学
術大会（於、関西学院大学）におけるパネ
ル発表ならびにその前後の打ち合わせ研
究会と締めくくり研究会。

（６）上記の３種の形態のうちの３）は以下
の日時で、２回、実施した。
2011 年 3 月 6－8 日、International
Colloquium: “Thoughts to conquer <the
clash of civilizations>”、早稲田大学お
よび下田市にて（このコロキアムには 3名
の外国人研究者を招聘して、講演をしても
らうと共に彼らを交えて討論を行った）。
2012 年 3 月 21－22 日、早稲田大学にて。

４．研究成果
本研究課題についての三年間にわたる共同
研究の成果について、以下に略述する。
（１）＜文明の衝突＞といわれる諸紛争をそ
の具体相において研究することによって、
これら諸紛争の原因は、決して文明・文
化の相違、宗教間の対立ではなく、むし
ろ経済的利害の対立であることが明らか
になった。しかし、対立・紛争を激化さ
せる要因としては、文明・文化・宗教の
相違が重大な役割を果たしている事実が
あり、とりわけ戦争遂行の際には両陣営
の政治指導者が、これらの相違を利用し
て自陣営内部の団結を強化するとともに、
外部との対立を扇動しようとすることも
明らかになった。
宗教間の相違が心理的敵愾心を惹起する
メカニズムは、教義の異なりにあるとい
うよりも、行動様式のことなり、儀礼の
相違により惹起される相互の違和感にあ
る。従って互いの相違を外的表現の相違

であって本質的な相違ではないことを認
識すれば、対話の道は確保されうる。実
際に、キリスト教ユニテリアニズムとイ
スラームの間の教義には本質において相
違がないが、儀礼形式は大いに異なるこ
とでしばしば紛争が生じ、他方、カトリ
ックとユニテリアニズムの間では教義は
大いに異なるが、儀礼が類似していると
みなされることで、ほとんど紛争が生じ
ないという事実に着目すれば、われわれ
の主張が裏付けられるであろう。

（２）政治と宗教を公共圏においてはできる
限り分離しようとする＜世俗化＞概念は、
カトリックとプロテスタントの間の紛争
を収めるべく西欧近代において獲得され
たものであるが、それもまだ安定したもの
となっているわけではない。フランスのよ
うに公共圏への一切の＜宗教性＞の持込
を許さない国から、隣のドイツのようにキ
リスト教を政党名に冠することを認めて
いる国まで、必ずしも一義的ではない。他
方、イスラーム世界でも、トルコのように
＜政教分離＞を貫こうとしている国から
イランのように＜政教一体＞へと回帰し
た国まであること、さらには、＜世俗化＞
は巷間に言われるようなポジティヴな面
ばかりではなく、公共圏における価値観の
共有に困難をきたしやすい側面もあるこ
とが明らかになった。この問題性について
は、2011 年 12 月初旬にドイツのベルンカ
ステル・クース市で開催された Kueser
Akademie für euro- päische 
Geistesgeschichte による Kolloquium：
Werte-Bildung in Europa に招聘された八
巻和彦（研究代表者）が討論において指摘
して、参加者の賛同を得たところである。

（３）キリスト教、イスラーム、ユダヤ教、
仏教のそれぞれにおける＜信仰＞と＜理
性＞の意味と両者の関係について研究し
た結果、そもそもそれぞれの文明・文化・
宗教が成立している社会で卓越的に使用
されている理性の在り方に多様性がある
こと、しかし、その多様性を、「先進国」
側は自らの社会における理性使用が唯一
の正当なものであり、他の多様な在り方は
自らの使用法・意味へと一義的に収斂され
ることが当然であると考えるという独善
性があることが明らかになった。

（４）確かに、人類の精神的能力としての「理
性」は、数学などを典型とする抽象的精神
活動の場面では強度の普遍妥当性を有す
るのであるが、しかし具体的日常的場面に
おいて使用されている理性は多様性を有
し、その限りでは文化の多様性と理性の多
様性は相互依存関係にあるとみなすべき
であるから、＜文明の対話＞を可能とさせ
るための基礎条件としては、この＜理性使



用の多様性＞を相互に承認しつつ、どこに
おいて互いに異なっているのかを理解し
ておくことが不可欠であることが明らか
になった。

（５）本研究計画において掲げた 5 番目の研
究目的としての、「＜信仰＞と＜理性＞と
の関係の最適なあり方の解明」という点に
ついては、この研究目的の設定自体に西欧
に卓越的な＜世俗化＞思想のバイアスが
かかっていたことを認識させられること
となった。イスラーム世界においては現代
でもなお法が宗教の場面で扱われている
ことを当該地域の人々が当然視している
こと、他方、西欧ならびに「先進国」では
＜信仰＞と＜理性＞を分離することを当
然視しながらも、上記（２）の末尾で指摘
したような事態が生じているという現実
に鑑みると、上記（３）と（４）のような
視点から「＜信仰＞と＜理性＞との関係の
最適なあり方」というものを一義的に定め
ることが容易でないこと、そのためにはさ
らなる研究が必要であることが判明した。
ここにわれわれの次の研究課題が浮上し、
「グローバリズム批判のための＜非近代
＞的視座の再構築―理性と文化の関係」と
いう研究課題をもって 2012 年度の科学研
究費へ応募することとなった次第である。

（６）宗教を理解するに際しては歴史性を援
用することは慎重でなければならないが、
宗教をできる限り学問的に扱おうとして
いるわれわれとしては、イスラームがキリ
スト教に遅れること 600年経って成立した
という歴史的事実を考慮することを忘れ
ることはできなかった。すると、イスラー
ム世界にも多様性が現存し、さらにイスラ
ーム社会におけるムスリムの生活態度一
般にもたえざる変化が存在しているので
あるから、＜世俗化＞概念の成立可能性を
皆無とすることはできないであろうこと
が見えてきた。とは申せ、西欧キリスト教
においても＜世俗化＞がその社会内部で
まがりなりにも「公認」されるまでには 200
年ほどの時間がかかっているのであるか
ら、そのような長いスパンでイスラーム世
界におけるこの点を見てゆかねばならな
いことも明らかとなった。

（７）以上のような本研究計画の到達点は、
一つの価値基準・唯一の方法で社会を運用
することをよしとして、それの実現を他の
国々に一方的に求める思想としてのグロ
ーバリズムを批判することへと向かわざ
るをえなくなった。そして、われわれの研
究によれば、グローバリズムとは「計算的
理性」・「道具的理性」を理性の典型とする
近代的理性概念の終着点であることが明
白となったので、この点についての理論的
研究をさらに深化させるとともに、それを

批判するための視座を「理性の普遍妥当性」
を安易に主張しない文化において使用さ
れている＜非近代＞（「前近代」ではない）
における理性に求めることとし、それらの
理性をも、それぞれの自閉的空間から学問
的研究のより広い場に持ち出して比較研
究を行い、実践的使用を試みる必要を痛感
させられることとなった。ここに、広く現
代世界が直面している問題を克服するた
めにわれわれの視座が貢献できる可能性
があるように思われる。
なお、上記のように昨2011年12月に研究
代表者・八巻和彦が招聘されたKueser
Akademie für europäische 
Geistesgeschichteによる2012年8月の
Kolloquiumに、再び招待されているので、
この視点からの見解を述べるつもりで
ある。
なお、以上に記述した成果次項に挙げられ
ているような諸形態で公表されているが、
それらに加えて、本研究計画に参画したメ
ンバーにより論文集としてまとめて可及
的速やかに公刊することも合意されてい
る。
さらに、個々のメンバーによって、多様な
場でいっそう豊かな研究成果が発表され
るであろうことも、大いに予想されるてい
る。
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